
資料４
パブリックコメントを受けた委員会報告の修正案

H18.12.20 No報告案（ ) 原案 修正案 ｺﾒﾝﾄ
の頁・行

１頁・ 干潟を有すること、湾奥浅海域・・・・ 干潟を有すること、海水は浮泥による強い濁り １
下から８行目 を有していること、湾奥浅海域・・・・

１５項・ ・・・泥化は以前 熊本沖では ～ 年前 ・・・泥化は以前（熊本沖（堆積速度は年間約 ６（ ）20 30
７行目 から始まったとみられる。 ）では ～ 年前）から始まったとみら1mm 20 30

れる。

２７頁・ 可能性が示されている。 可能性が示されている。なお、ノリ網の柵数に １７
８行目 ついては 年代以降は減少傾向にある。1970

３３頁・ ・・・諌早干拓事業により約 の海域 ・・・諌早干拓事業により の海域が有 ２2,100ha 3,550ha
１２行目 が有明海から失われ、約 の干潟が消 明海から失われ、 の干潟が消失した。 ２２1,500ha 1,550ha

失した。

５８頁・ ノリ漁期の期間（ノリ種付け解禁日からノリ網 ５０
の撤去日）の推移を示した図表を別添資料とし
て追加。

７７頁・ ・・・・諌早干拓によって の海域と ・・・・諌早干拓によって の海域と ２２21km 3,550ha２

６行目 の干潟が消失し ・・・・・ の干潟が消失し ・・・・・15km 1,550ha２ 、 、

７９頁・ 有明海における貧酸素水塊による漁業被害防 有明海における貧酸素水塊による漁業被害防止 ８３
下から１１行目 止策の検討、関連技術の開発 策の検討、関連技術の開発及び効果の検証




